ピークを過ぎた長期滞在先、マレーシア by 三木 敏夫




















ると、五〇リンギ札がアッと う間に無くなるとこぼしていました。またマレーシア政府の長期滞在政策のターゲットも年金生活者から、裕福な層を狙っ ものへ 変化してきています。政策を始めたころは外資導入の一環として進めてきましたが、現在は医療観光を振興す など富裕層をターゲットとする傾向が顕著になってきています。マレー シアには世界でも珍しく政府が管理・運営するマレー シア医療観光協会（ＭＨＴＣ）が設立され、七十二の病院が登録され、年間五〇万人以上 目的で訪問しています。インドネシア人、インド人に次いで日本人は第三位の訪問人数でした。二〇一〇年一万五千人、二〇 二年一万七千 が医療観光で滞在し、年々者数は増加傾向にありまターゲットは富裕層と不動産投資　
長期滞在先として人気のマレーシアの変
化は日本で開催される長期滞在セミナーにおいて、不動産投資などを勧めるものが多









ように、一〇年定住ビザＭＭ２Ｈを始めた二〇〇二年以来、ビザ申請者数は中国人が二二 ・二％で第一位、次いで日本人一三 ・一％バングラデシュ人 ・三％、英国、北アイルランド、イラン、シンガポール台湾と続き、日本人にとってマレーシアが長期滞在先人気№１を裏付ける結果となっています。二〇一四年四月現在申請者総数二万五五〇〇
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であること、日本人に人気のペナン島の海岸は透き通った青い海ではなく、キャメロンハイランドでの生活には暖房器具が必要であること、医療機関が イポーに行く は時間がかかりすぎ、日本の冬の寒さをしのぐ避寒地として最適なこと、食は種類が少なく味は単調（辛い）なことなど これまで見えてこなかったものがよく見えるようになりまし 。またアベノミクスによる円安も影響しています　
個人的体験で、六〇歳代前半と後半に退職
するのでは個人差がありますが、見える景色と人間関係の在り方が変化 るよう す。特に老後の生活 経済力と地域 の関わが大きく影響します。まだ体力、気力と経済力がある六〇歳代前半なら、 「行きたい時に」 、 「行きたい国に」 、 「住みたい時間だけ」暮らす、 「短期・中期滞在 で「適度 先進性と適度な後進性」をまだ だ楽しめるのがマレーシアです。しかしゴルフを趣味としない滞在者の一日の過ごし方は、アザーン（イスラムのお祈りの開始の呼びかけ）が聞こえてくるのを除き、日本で中高年者が送 生活とあまり変わりません。現地社会との交流もありますが、ほとんどが 本人社会（村）で過ごすことになります。赤道直下でのゴルフは体力を著し 消耗し す。人生 青い鳥はどこに行っても見つからない 絶えず探し続けるのが人生ではないでしょうか
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